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本研究は、グローカルな視座のもとで中等教育においてアクティブ・ラーニングをどのように進めていくことが効
果的であるか、教材論的視点と指導法的視点から調査・分析・考察を行い、グローカル舞台において「生きる力」
を発揮できる子どもを育てる学習活動を具体化し、これに貢献するための教員養成課程における科目解析を視
野に入れた研究を行うことを目的としました。その結果、以下の点が明らかになりました。 
・中等教育教員になる上で必要となるグローカル連関と教科（分野）連関の認識向上ができた。  

・デスクワークによってグローバルな視点で課題を捉えさせ、フィールドワークなどによってさまざまなローカル事
象に密着させることによって、地域に内在する諸問題を析出し、その解決方法を思考させ提案する力を醸成でき
た。  
・「地人相関論」を現場で考えさせることができた。  
・系統概念の育成の重要性を強調することができた。 

・ＦＤへの貢献・・・・・・・・「教科完結主義」から脱却し、教育的課題解決のために各専門分野教員がひとつの方
向に向かうことによって、教師としての資質・能力向上を目指した学生教育に傾倒する効果  
・構想に留めることなく具体的な提案をして全学に訴求するために、全学FD研修会にてフェアトレードに関するG
ALの成果を披露  
・消費と環境との関係性、フェアトレードを通したグローカル連関性  

・事象認識に際して、各事象をグローカルという空間軸のもとで自然・人文・社会的事象を有機的に関連付ける
能力を学生に対して育てることができた。 
 

 
本成果は、ＥＳＤの深化・拡充のための知見を提供することができます。 

 

本成果は、次期指導要領において強調されているＥＳＤの視点を教育課
程に活かす方法を提示することができます。 
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